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2023年2月13日に、偉大な漫画家である松本零士
氏が旅立たれました。故人を偲び、2021年6月まで
名誉館長を務められた屋内型児童厚生施設「堺市立
ビックバン」を紹介したい。
当時の施主は大阪府で、開設までの道のりは長くバ
ブル後退期の1992年に基本構想検討委員会が設置
された。その後、1995年に基本設計に着手し開館し
たのは1999年だ。建物規模は地階1階、地上5階建
てのSRC造等で、延床面積は13,016㎡。総工事費は
約171億円に及んだ。
建築設計は大阪府建築都市公共建築室及び坂倉建
築研究所、設備技研で、主に施工は大成建設及び森
本組、三菱建設などがこの斬新な工事を担った。
華々しく開館したが、既に大阪府が財政危機に陥っ
ていたため、2008年にはこの公共施設も廃止や売却
の対象となっていた。しかし、当時の館長であった松
本零士氏が、知事と現地で直接対応した経緯もあり、
施設は存続された。
現在は堺市が所有し名称も変わったが、今もこの宇
宙船は市民に、未来の夢を与え続けている。

表紙の建築   「枚方市総合文化芸術センター」 2021年
第41回 大阪都市景観建築賞 審査員特別賞 受賞作品
設計：日建設計
施工：前田建設工業
撮影：伊藤　彰（アイフォト）
本計画は施設前に最大限のオープンスペースを確保し、水
平庇や軒先緑化により分節し圧迫感を軽減することで、巨
大な建物になりがちなホールをコンパクトに設えた。屋上
緑化や中庭、軒先緑化を設け、敷地前広場の緑を建物に
取り入れることで、どこにいても緑を感じることができる。

2 大阪ここちエエ

4 Gallery 建築作品紹介
 「泉北パークヒルズ竹城台」
 建築主：独立行政法人 都市再生機構 西日本支社
 設計：遠藤剛生建築設計事務所
 施工：奥村組（101,102号棟）  淺沼組（103,104号棟,集会所）

6 第41回大阪都市景観建築賞
 （愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

9 動静レポート

10 インフォメーション・事業案内

12 Close-up Osaka

14 記憶の建築
 「小菅刑務所（現・東京拘置所）」 1929年
 坂口安吾のモダニズム / 松隈 洋
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Gallery
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－泉北ニュータウン初のUR賃貸住宅建替事業－
泉北ニュータウンはかつての人 と々自然が、長い時間の中で渾然一体に
なって作った田園や集落の懐かしい風景と、計画的につくられた整然と
した街が隣接している。この2つの空間に挟まれているのがこの敷地で
ある。本計画では泉ヶ丘駅に面しては新しい住棟が街並みをつくる役
割の一端を担い、他方ではメタセコイヤが群生する丑池の水辺に面し、
住棟も中庭も集会所の主室も池に向かって開き優しい風景に接してい
る。また集会所の内部では、古い住棟の一階に使われていた床板に白
色オイルステインを塗り、拭き取った素材を用い、時の流れが作った杉
板を主役に柔らかい空間をつくっている。　　　　　　　　遠藤剛生

大阪府堺市
共同住宅
2023.02
RC造
地上14階
19,478.19㎡
6,179.60㎡
31,158.26㎡
松村芳治

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真
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建築主：独立行政法人 都市再生機構 西日本支社
設　計：遠藤剛生建築設計事務所
施　工：奥村組（101,102号棟）  淺沼組（103,104号棟,集会所） 

泉北パークヒルズ竹城台
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◆審査総評
本年の審査対象47件（建物43件、まちなみ
4件）から、例年通り審査資料にもとづいた1
次審査で11件を選出し、現地審査による2
次審査を行った。
2次審査の結果、大阪府知事賞に「大東市公
民連携北条まちづくりプロジェクト「morine
ki」」、大阪市長賞に「大丸心斎橋店本館・心
斎橋PARCO」、審査員特別賞に「枚方市総
合文化芸術センター」を選出した。
「大東市公民連携北条まちづくりプロジェク
ト「morineki」」は市営住宅の建替えを契機
として、借上公営住宅と店舗・オフィス群、公
園が一体となった景観を再構成しており、大
東公民連携まちづくり事業株式会社との公
民連携によるプロジェクトとしてもユニーク
なものとして評価ができる。「大丸心斎橋店

本館・心斎橋PARCO」はヴォーリズ設計の
旧館の外壁だけを切り取り、新しい建物につ
なげる手法を取っており、工法としてユニー
クである。「枚方市総合文化芸術センター」
は、建物デザインだけでなく建物及び敷地
緑化にも力をいれており、総合的に優れた景
観デザインとなっている。今回は緑化賞の選
考はなかったが、重複受賞が許されるならば
本作品は緑化賞にも値するものであった。
奨励賞には「藤田美術館」「大阪中之島美術
館」「ユニソン大阪事業所」「大阪学院大学
高等学校新校舎」「4棟の家」の5作品を選定
した。私設美術館、公設美術館、事務所、学
校、住宅と、用途、そして規模としても多様な
作品を選ぶことができた。とくに「4棟の家」
は個人住宅として久々の受賞であり、今後も

さまざまな建物が
大阪の景観づくり
のために貢献して
くれることを期待
する。
また、景観は建物
デザインに目が行
きがちであるが、
「大東市公民連携
北条まちづくりプロジェクト「morineki」」が
示しているように、まちづくりとしてどのよう
な協働、連携ができるかも重要であり、その
成果が景観に現れる、まさしく「景観まちづ
くり」という観点からも考えていくことも重要
である。

◆表彰目的 周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れた建物や建物を中心とするまちなみを表彰することにより、個性と風格のある都市景観の形成
に寄与するとともに、都市景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。

◆対　　象 大阪府域内の建物（平成29年8月1日から令和3年7月31日までに完成したもの）及び建物を中心としたまちなみ（令和3年7月31日までに
完成したもの）で、一般の方々から推薦を受けたもの。

◆審査委員　※50音順　審査委員長＊

 加藤　精一（建築） 嶋　　高宏（デザイン） 下村　泰彦（造園）
 （一社）大阪府建築士事務所協会理事 （一社）総合デザイナー協会代表理事兼理事長 大阪公立大学大学院現代システム科学研究科環境共生科学分野教授

 寺地　洋之（建築） 中嶋　節子（建築） 久　　隆浩＊（都市計画）
 （公社）大阪府建築士会特任顧問 京都大学大学院人間・環境学研究科教授 近畿大学総合社会学部総合社会学科環境・まちづくり系専攻教授

 藤本　英子（芸術） 牧野　克也（報道）
 京都市立芸術大学美術学部デザイン科教授 ㈱産経新聞大阪本社編集局社会部長

第41回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士会・（一社）大阪府建築士事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部大阪地域会・（一社）日本建築協会

審査委員長　久　隆浩

審査風景
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建築位置：大阪市中央区心斎橋1-7-1
完成年月：2020年9月 主用途：商業施設
大丸心斎橋店本館
建築主：㈱大丸松坂屋百貨店
設計者：㈱日建設計（基本設計・監修）＋㈱竹中工務店（実施設計・監理）
施工者：㈱竹中工務店
心斎橋PARCO
建築主：㈱パルコ　 設計者：㈱竹中工務店　 施工者：㈱竹中工務店

撮影者：古川泰造

〈講評〉大丸心斎橋店とパルコの2棟のビルが市長賞を獲得した。大丸
は、ヴォーリズの伝統的な幾何学模様を強調して屋上階に積み上げ、パ
ルコはドレープをテーマに現代的なデザインで、2棟を対比させる応募は
都市の際だった風景を創造して素晴らしい。特に御堂筋の夜景は、2棟
の輝きがあってこその素晴らしい効果を醸している。都市の景観は1棟だ
けでなく連続する2棟・3棟をブロックとして景観と捉えることこそ、都市
景観の本質だろう。　　　　　　　　　　　　 （審査委員　嶋　高宏）

大阪市長賞 大丸心斎橋店本館・心斎橋PARCO

建築位置：枚方市新町2-1-60
完成年月：2021年5月
主用途：劇場
建築主：枚方市
設計者：㈱日建設計
施工者：前田建設工業㈱
撮影者：伊藤　彰・アイフォト

〈講評〉本センターは、建築低層部に水平庇と軒先緑化を分節させなが
ら纏い、前庭のランドスケープと連続させている。山の裾野のように計画
することで威圧感が表出しがちな大ホール内包の建築を優しく着地させ
ている。水平庇の先端と背後のホール外壁がコンクリート打ち放しで連
続し、低層部壁面のアースカラータイルと地面を連続させる。この上（空）
と下（地面）への仕上げの連続の間に軒先緑化が層をなした計画のバラ
ンスが秀逸である。　　　　　　　　　　　　 （審査委員　寺地洋之）

審査員特別賞 枚方市総合文化芸術センター

建築位置：大東市北条3-1-1
完成年月：2020年11月
主用途：共同住宅
建築主：㈱コーミン
設計者：ブルースタジオ・石本建築事務所設計監理共同体
施工者：東周建設㈱
撮影者：sotoaso

〈講評〉築40年を迎え老朽化が進んだ市営飯盛園第二住宅の建て替え
を契機に、隣接する公園や道路、河川と一体的にリノベーションしたもの
である。民間活力を使い、借上公営住宅と公園、店舗・オフィス群、そし
て道路、河川が一体となり、新たな景観を生み出している。建物の外構
空間は、公園、道路、河川とシームレスにつながり、全体が公園のような
雰囲気を醸し出している。また、建て替えられた低層の公営住宅や店舗・
オフィス群の切妻屋根は、生駒山系と調和し、まさしく山の「ねき」（そば）
にふさわしい風景となっている。　　　　　　（審査委員長　久　隆浩）

大阪府知事賞 大東市公民連携北条まちづくりプロジェクト「morineki」
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奨励賞 藤田美術館

建築位置：大阪市都島区網島町10-32 完成年月：2020年8月
主用途：美術館 建築主：公益財団法人 藤田美術館
設計者：大成建設㈱一級建築士事務所 施工者：大成建設㈱
撮影者：伊藤　彰・アイフォト

〈講評〉本施設は、敷地境界部に存在した高塀を除去し、隣接する毛馬桜之宮公
園との一体的な空間としてリニューアルされ、南側接道部では、塀や垣のないオー
プンなデザインにより、周辺地域に文化的・自然的な雰囲気を供給している。

（審査委員　下村泰彦）

奨励賞 大阪中之島美術館

建築位置：大阪市北区中之島4-3-1 完成年月：2021年6月
主用途：美術館 建築主：大阪市
設計者：㈱遠藤克彦建築研究所／大阪市
施工者：錢高・大鉄・藤木特定建設工事共同企業体（㈱錢高組は表彰対象外）
撮影者：上田　宏

〈講評〉一見異様で巨大な黒色の直方体だが、発展著しい中之島の街並みとも
マッチしているから不思議だ。屋外に設置されたヤノベケンジ氏制作の巨大なネ
コの彫刻も、美術館らしい空間を巧みに演出している。　（審査委員　牧野克也）

奨励賞 ユニソン大阪事業所

建築位置：大阪市鶴見区茨田大宮2-8-13
完成年月：2021年7月 主用途：事務所
建築主：㈱ユニソン 設計者：無有建築工房
施工者：㈱伊藤嘉材木店 撮影者：絹巻豐写真事務所　絹巻   豐

〈講評〉自社の製品としての外構材を、ふんだんに活用した景観づくりが、地域に
開き地域の目を引く空間を形成している。路面と壁面で、自社製品活用での、組
み合わせ実験が繰り広げられている、ライブ事務所として見応えがあった。

 （審査委員　藤本英子）

奨励賞 4棟の家

建築位置：堺市 完成年月：2021年4月
主用途：戸建て住宅 設計者：㈱コンパス建築工房
施工者：㈱ケイ・アイ・エス 撮影者：岡田大次郎

〈講評〉近世に遡る大規模民家が点在する地域に建つ住宅建築である。周辺の民
家にあわせた規模と屋根勾配、分棟型の建物配置とすることで、この地の歴史と
まちなみを継承する。屋根と外壁を覆う無垢のセメント板の素材感、敷地角をま
ちに開いたやさしい表情が、風景に品よく馴染んで好ましい。

（審査委員　中嶋節子）

奨励賞 大阪学院大学高等学校新校舎
建築位置：吹田市岸部南2-6-1
完成年月：2019年10月
主用途：学校
建築主：学校法人 大阪学院大学
設計者：㈱北川原温建築都市研究所
施工者：前田建設工業㈱関西支店
撮影者：千葉顕弥

〈講評〉斜めに切り取った外壁の金属パネルにより、
反射する光と影が移ろう外観は、大胆で刺激的デザ
インだが、東側のけやき並木や北側の住宅との間の
緑地帯、西側の芝生グラウンドと生垣が緩衝帯となっ
て、周辺の街並みとのバランスを生み出している。

（審査委員　加藤精一）
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動静レポート

会長動静

2/22～ 28　ホーチミン建築士会協定締結
3/ 1 事務局職員と個人面談
3/ 9 修成建設専門学校卒業式

 第 66回大阪建築コンクール審査会
3/10 府公共建築設計コンクール表彰式

 正副会長会議、運営会議
3/12 滋賀県建築士会・矢場氏褒章祝賀会
3/14 大阪府収用委員会、理事会
3/15 ベトナムフーイエン省代表団迎賓

 日本建築士会連合会正副会長会議
3/16 日本建築士会連合会理事会
3/17 新旧理事会
3/18 ホーチミン海外研修報告会

3月度　理事会報告

日時　3月17日（金）16：00～ 18：00
場所　KKRホテル大阪
出席　理事 42/48名　監事 1/2名

（1） 入退会の承認
（人） 2月 入会 退会等
正 会 員 2,353 0 8
準 会 員 32 0 0
特準会員 25 0 0
賛助会員 140 0 0
計 2,550 0 8

（2） 会計報告
（円） 2月計 累計
収入 10,333,086 119,311,134
支出 9,332,058 119,339,634
差引 1,001,028 △ 28,500
上表の当期経常増減明細を承認しました。

（3） 収支決算見込み
建築士試験の申込み手続きや法定講習の定
期講習・既存住宅状況調査技術者講習・監
理技術者講習等のWeb講習が進み、対面
参加者の減少が顕著であり、委員会企画事
業を含めて全体的に低調傾向です。
また、会報誌充実のための全頁カラー化及
び増頁による支出増加も影響して、約 700

令和 4年度大阪市高齢者住宅改修費給付
事業審査業務の実績

本事業は、居宅介護住宅改修費を利用する
方に対し、介護保険制度を補完する制度と
して工事費用の一部を給付する大阪市独自
の制度で、本会が審査業務を担っています。
令和 4年度の審査業務は、54件の書類審
査及び 21件の訪問・現地調査を行いました。

ホーチミン市建築士会と協定を締結

本会は、2月 23日にベトナムのホーチミン
市建築士会と「交流促進に関する覚書」に
調印を行いました。
本会から岡本会長他役員委員 8名がホーチ
ミン市に赴き、ベトナムの建築関係各位に
迎えられ、たいへん友好的な歓迎を受けて
主要各地を視察いたしました。
今後は、本覚書を遵守し、相互協力を通じ
て交流を深めてまいります。

フーイエン省訪日団と建築意見交換

3月15日にベトナ
ムのフーイエン省
のズン書記長を団
長とする訪日団 15
名が来会され、本
会は柳川名誉会

長や岡本会長他役員 8名がお迎えしました。
フーイエン省の都市開発やまちづくりの現状
説明など意見交換を行い、これからの交流
継続を約束しました。

万円弱の赤字決算の見込みを報告しました。
事務局職員数を縮小する方針により段階
的に固定費は減額しますが、試験・登録・
法定講習等の更なる減収を見越して、委員
会諸活動の収益増を図る方策が急務としま
した。
（4） 令和 5年度の事業計画（案）
令和 5年度の公益社団法人としての基本目
標を定めるとともに、地域社会へ貢献・建
築文化の発展・建築士の育成等の 3区分及
び収益事業部門とその他部門の 3部門とし
た事業計画とその目的を承認しました｡
（5） 令和 5年度の収支予算（案）
令和 5年度予算は各部門の実績提示額を基
に審議し、収支総額 12,220万円、差引額
0円の予算案を承認しました。
（6） 資金調達及び設備投資の見込み
令和 5年度は資金調達及び設備投資の見
込みはないことを承認しました。
（7） 定時総会の開催日時と会場
令和 5年度定時総会は、5月 17日に KKR
ホテル大阪での開催を承認しました。
（8） 令和 5年度の組織・会務分掌（案）
令和 5年度は、公益目的事業に則った組織
構成としてスリム化を図ります。
理事の会務分掌案は、次期役員候補者を
含む理事 47名、監事 2名による構成とし、
承認を受けた役員候補者は 5月の定時総会
で選任される予定です。

あすなろ夢建築のグランプリを　　　　
梶田瑞稀さんが受賞

大阪府・府住宅供給公社・本会が主催する
第 32回大阪府公共建築設計コンクール（あ
すなろ夢建築）は、府内の建築を学ぶ高等
学校、専修学校等の学生を対象とする設計
コンクールで、グランプリ作品は提案趣旨を
活かして実際に事業化を行います。
今回の課題は「花と緑のあふれる都市のオ
アシス」がテーマの府営住之江公園の休憩
所です。
応募総数は 178作品、2月 5日の最終審査
で梶田瑞稀さん（大阪工業技術専門学校 1
年）の作品名「下上下上下上（したじょうげう
えしたうえ）」がグランプリを受賞し、3月
10日に府咲洲庁舎で他の賞とともに表彰式
が行われました。

ホーチミン市建築士会と本会の調印式

フーイエン省の皆様と本会役員
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Information

建築士会からのお知らせ

本会主催の講習会等では座席の離隔距離
確保等の新型コロナ感染防止対策を行いま
す。受講者におかれましてもマスク着用、手
指のアルコール消毒等のご協力をお願いし
ます。
感染状況によっては延期、中止となる場合が
ありますので、最新情報は本会HPでご確認
ください。本会以外の事業は主催者にお問
い合わせください。

既存建築物耐震診断等の評価

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関
する法律」の改正に伴い、建築構造の学識
者や実務者で構成する「建築物耐震評価委
員会」を組織し、平成26年1月より建築物耐
震評価業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物
など、申込者が検討した建築物の耐震診断
及び耐震補強計画について、専門的観点の
もとに審査・審議を行い、妥当であると認め
る申込案件に対して評価書を交付します。
令和3年6月1日より、広域緊急交通路沿道
ブロック塀等耐震化促進事業（補助金）にお
ける耐震評価機関となりました。
スピーディな審査を心掛けておりますのでど
うぞご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等
（対象建築物）
　 公共・民間等の建築種別、用途、規模、構
造種別は問いません。また、他府県の建
築物も対象としております。

（会員特典）
　 申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和5年建築士試験案内
7/2、7/23、9/10、10/8

受験申込は、原則として「インターネットによ
る受付」のみとなります。
■二級・木造建築士試験
◇インターネットによる受付期間
　令和5年4/3（月）午前10時～
　　　　   4/17（月）午後4時
◇学科試験日　　　二級  7/2（日）
　　　　　　　　　木造  7/23（日）
◇設計製図試験日　二級  9/10（日）
　　　　　　　　　木造  10/8（日）
■一級建築士試験
◇インターネットによる受付期間
　令和5年4/3（月）午前10時～
　　　　   4/17（月）午後4時
◇学科試験日　　　7/23（日）
◇設計製図試験日　10/8（日）
※受験申込の詳細については、建築技術教育
普及センターのホームページをご覧ください。

https://www.jaeic.or.jp/

令和5年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）

4/26、5/26、7/5、9/7　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験
豊富なベテラン技術者の講師による解説と
映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も受講が可能です。日頃の工事監理業
務に役立ちますので、ぜひご受講ください。
日程　4/26（水）、5/26（金）、7/5（水）、
　　　9/7（木）
時間　8：55～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ

りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/toriku
mi/news/2015-07-28-2.html

令和5年度建築士定期講習
5/30、6/20、7/27、8/25、9/27、10/19、
11/30、12/22、1/30、2/6、3/29
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定
期講習を受講しなければなりません。本年
度は令和2年度に本講習を受講された方や、
建築士試験に合格された方が対象となりま
す。未受講者は懲戒処分の対象となります
ので必ず年度内に受講してください。
▼対面講義
日程・会場・定員
　5/30（火） 大阪国際会議場 300名
※6/20（火） 大阪YMCA会館 200名
　7/27（木） 大阪YMCA会館 200名
※8/25（金） 大阪府建築健保会館 90名
　9/27（水） 大阪府建築健保会館 90名
※10/19（木） 大阪府建築健保会館 90名
※2/6（火） 大阪YMCA会館 200名
▼DVD講義
日程・会場・定員
　11/30（木） 大阪府建築健保会館 90名
※12/22（金） 大阪府建築健保会館 90名
　1/30（火） 大阪府建築健保会館 90名
　3/29（金） 大阪府建築健保会館 90名
時間　9：15～17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法
申込用紙を建築技術教育普及センター
HPからダウンロードしてください。（令和
2年度受講者には、同センターから直接申
込書を郵送しています。）
ご記入後、大阪府建築士会事務局又は大
阪府建築士事務所協会事務局へ持参し
ていただくか、簡易書留にて郵送してくだ
さい。

受付場所（送付場所）
　※印の日程 大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程 大阪府建築士事務所協
 会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申

込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

ミライREBORNスマイ プロジェクト
－医・食・住でミライの健康な都市
生活－

主催　公益社団法人全日本不動産協会
共催　公益社団法人大阪府建築士会
●募集目的
本プロジェクトでは、入賞作品の中から
3DCG映像等の作品を共創（翻案・制作）
し、2025年大阪・関西万博「大阪ヘルスケ
アパビリオン」での展示・公開を予定して
います。

●募集部門・応募資格
①学生・一般の部　
応募資格はとくになし。大学、大学院修
士・博士課程、短期大学、専修学校、高等
専門学校・その他の就学者を含む。

②建築家・デザイナーの部
建築・都市デザイナー、グラフィックデザ
イナー、ビジュアルアーティストなど幅広
いジャンルに属するプロフェッショナルの
クリエイター。

●審査委員
　樋口真嗣（審査委員長。映画監督・特技監督）
　赤井孝美（ゲームクリエーター、アニメプロデューサー）
　秋吉浩気（建築家・メタアーキテクト）
　内田友紀（都市デザイナー）
　齋藤精一（クリエイティブディレクター）
　重松象平（建築家）
　中川エリカ（建築家）
　近藤良一（大阪の住まい活性化フォーラム会長）
　豊田崇克（一般社団法人ソフトウェア協会副会長）
●賞・副賞
　最優秀賞
　　200万円・賞状、トロフィー（1点×2部門=計2点）
　優秀賞
　　50万円・賞状（2点×2部門=計4点）　
　佳作
　　30万円・賞状（4点×2部門=計8点）　
　特別賞
　　50万円・賞状（部門を問わず全体で2～3点程度）
●募集要項公表　1/12（木）
●応募登録期間　1/12（木）～5/10（水）
●応募受付期間　6/12（月）～8/10（木）
●問い合わせ
　公益社団法人大阪府建築士会
　メール:mirai.reborn.sumai@aba-osakafu.

or.jp

カネカウェルネスセンター見学会
4/11　CPD2単位

本施設は木造建築、独自の外壁通気工法を
はじめとする環境技術によるNet-ZEB。ウェ
ルネス認証においては、日本でも例の少ない
プラチナ認証を申請中と様々な技術を取り
入れています。
設計者から計画内容および施工における留
意点を直接説明して頂く良い機会ですので
是非参加ください。
日時　4/11（火）　15：00～17：15

会場　カネカウェルネスセンター
定員　40名（申込先着順）
受講料　建築士会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,000円
　　　　一般4,500円

武庫川女子大学・甲子園会館　
特別見学会
～旧甲子園ホテル－ライト様式にふれるひととき～
4/12

米建築家F・L・ライトの愛弟子・遠藤新氏
の設計による日本に現存する数少ないライ
ト様式の建築・武庫川女子大学甲子園会館
（旧甲子園ホテル）をじっくり見学します。
ライトゆずりの変化に富んだ空間に建物の
随所に見られるライト様式の幾何学文様に
加え打ち出の小槌、市松格子等々、日本の
伝統的意匠も取り入れられた建物です。
会館の特色・魅力でもある素材によるレリー
フ表現やディテールの豊富さそれらを見て
いても飽きることがありません。ぜひこの機
会にライト建築を体感してみてください。
日時　4/12（水）　14：00～16：00
　　　（見学時間は約90 分）
集合場所　武庫川女子大学正門付近
　　　　　兵庫県西宮市戸崎町1-13
会場　武庫川女子大学・甲子園会館
　　　（旧甲子園ホテル）
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
定員　20 名
※企画内容については若干変更になる場合
があります。

雷テクノロジーセンター見学会
内部雷保護・外部雷保護説明会
4/21　CPD3単位（予定）

昨今、異常気象による雷被害が拡大してお
り、地域に応じた適切な雷保護の計画の必
要性が増している。
見学会では実際に雷対策製品や雷の発生の
仕組みなどが学べ、雷を疑似体験すること
で、雷の世界に触れることができます。
説明会では建物内部の雷保護対策である
「内部雷保護」と建物外部での雷保護対策
である「外部雷保護」について実務上の知見
も交えながら説明を行います。
日時　4/21（金）　14：00～17：00
会場　雷テクノロジーセンター
定員　40名（申込先着順）
受講料　建築士会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,000円
　　　　一般4,500円

子育てしやすい住まいと建築
～少子社会と子育てにやさしい環境につい
て考える～
4/21　CPD2単位

日本では少子化が進み異次元の少子化対
策が検討される中で、日本の子育ての現状
と、子どもや子育て家族にとって安心・安全
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で快適な建築基準や環境について学びたい
と思います。
日時　4/21（金）　18：00～20：00　
会場　大阪府建築士会　東会議室
講師　ミキハウス子育て総研㈱
　　　代表取締役社長　藤田 洋
定員　限定50名（先着順）
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　令和3・4年合格者会員 無料
　　　　令和3・4年合格者会員外1,500円

建築士の会「大阪市北地域」
淀川河川敷公園オープンエアミー
ティング
5/7

建築士の会「大阪市北地域」では春の交流
会を実施します。大阪市（北区、都島区、旭
区、淀川区、東淀川区）に在住、在勤の会員
の皆様と親睦を深め、会員同士の情報交換
をしませんか。淀川河川敷公園は西中島南方
駅から徒歩7分程。芝生が広がるオープンス
ペースです。淀川の自然を満喫しながら大阪
市内の魅力あるスポットについて意見交換
しませんか?新企画の提案も大歓迎です。地
域外の方もどうぞお気軽にご参加ください。
日時　5/7（日）   12：00～15：00（雨天中止）
場所　淀川河川敷公園（西中島付近）
　　　詳細は参加証にてご案内します。
定員　30名程度
参加費　1,500円（軽食とソフトドリンク付き）

「庭じまい」という言葉をご存じで
すか?
5/12　CPD2単位（予定）

設計者としてさまざまなアイデアを駆使して
提案した庭の経年変化後の維持管理に施主
が負担を感じていないだろうかと考えたこと
はありませんか?「庭じまい」って…何?と思
われた方は是非ご参加ください!
日時　5/12（金）　18：30～20：00　
会場　大阪府建築士会　東会議室

講師　有限会社造景空間研究所
　　　藤山　宏
定員　限定30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　2020年以降入会新入会員 無料
　　　　令和3・4年合格者会員 無料
　　　　令和3・4年合格者会員外1,500円
　　　　学生 無料

設計者・施工者のための
デジタル技術の新たな潮流
5/19　CPD3単位（予定）

生産性向上を目指した様々な建設DXが進ん
でいます。建物の調査～調査データのデジタ
ル化～デジタル画像による3Dモデル～3Dプ
リンターによる型枠や建屋の建設まで、設計
者～施工者の役に立つデジタル技術の新た
な潮流の現状と今後の情報をご紹介します。
日時　5/19（金）　13：30～16：45
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　60名（申込先着順）
受講料　建築士会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,000円
　　　　一般4,500円

行政からのお知らせ

令和4年度みやざき材活用施設設
置支援事業

宮崎県はスギ素材生産（丸太）31年連続日
本一です。みやざきの木材を使って施設整
備をしませんか。店舗などのPR効果の高い
施設の内装や外装の木質化に最大100万円
を助成いたします。
主催　宮崎県
詳細・申込　山村・木材振興課みやざきスギ
　　　　　  活用推進室
　　　　　  Tel.0985-26-7156

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/miyazaki-
sugi/shigoto/ringyo/20210716.html

その他のお知らせ

『日本・ドイツ・米国における省エ
ネ環境建築の最新』大阪セミナー
4/10

ドイツの環境建築家（博士）、アメリカの建築
士・ウエントワース工科大学客員教授、お茶の
水女子大学名誉教授（生活環境学）による健
康・省エネ建築の最新情報をお届けします。
日時　4/10（月）　12：30～16：30
会場　難波御堂筋ホール（ホール8A）
主要テーマ
■ドイツと米国からの省エネ提言
■日本・ドイツ・米国における省エネ建築の
現状

■日本・ドイツ・米国における高経年マン
ションの活用

定員　50名
受講対象者
世界の健康・省エネ建築と騒音が少ない
外断熱改修に興味のある方

受講料　無料
主催　一般社団法人日本断熱住宅技術協会
共催　特定非営利活動法人日本外断熱協会
後援　公益社団法人大阪府建築士会
申込　Fax.03-5216-1760
　　　e-mail：info@sotodan-jaei.org

2023年度建築学会大会（近畿）関連行事
第12回建築紛争フォーラム
「近畿地域における建築紛争の現
状と課題」
9/14

司法支援建築会議では、2009年度から日
本建築学会大会の関連行事として「建築紛
争フォーラム」を開催してまいりました。この
フォーラムの趣旨は、建築紛争を巡る課題に
ついて司法支援建築会議会員、裁判官、弁護
士等で意見交換を行うとともに、学会大会の
関連行事として開催することにより全国の会
議会員との交流の場を設けることにあります。
2023年度の建築紛争フォーラムでは、まず
大阪地方裁判所の裁判官に基調講演をいた
だき、引き続き調停委員や専門委員として活
躍中の会議会員および裁判所の判事による
最近の事例報告の後、会場からご質疑をい
ただきながら、建築紛争解決や建築事件の
未然防止につなげたいと思います。
会議会員の交流のみでなく、広く一般市民に
も建築紛争被害を避けるための情報提供の
場であることから、ふるってのご参加をお願
いいたします。
日時　9/14（木）　13：30～16：55
会場　京都教育文化センター ホール
　　　（京都市左京区聖護院川原町4-13）
対象　建築の専門家　定員　180名
参加費　無料
主催　日本建築学会司法支援建築会議
詳細・申込
日本建築学会HP「催し物・公募」欄に掲
載予定

https://www.aij.or.jp/event/list.html

説明会ページへ

特設サイトへ

西日本支社
〒536-8550  大阪市城東区森之宮 1-6-85
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Close–up  Osaka

旧徳永家の活用方針
歴史的建築物は、「保存」し展示される場合
が多いですが、旧徳永家は市民が日常的に
訪れることができ、文禄堤の歴史性を誇りに
感じる、地域コミュニティの核になるような
場として、民間事業者等に貸し付け「活用」す
ることとしました。活用にあたっては、「守口
の個性」を象徴する、大人も子供も楽しめる、
住み続けたくなるコミュニティ形成が広がる
場を目指します。

活用の事業スキーム
今回の活用では、市が耐震や防火等の改修
を行い、基本的な改修を行ったのち、民間事
業者が2次改修を行います。公と民が連携
し、民のノウハウと責任を持たせることで、持
続可能な賑わいが生まれると考えています。

今後のスケジュール
この事業は令和5年の夏に事業者を決定し、
改修工事を終え、令和7年度にオープン予定
です。街道の宿場町「守口宿」が徳永家の新
たな活用により、活性化されることに期待が
集まります。

実は「五十七次」あった東海道
最終宿は守口宿

東海道は江戸と京都を結ぶ主要ルートと
して、江戸時代に整備された五街道の一つ
で、徳川家康により定められました。「東海
道五十三次」と耳にすることもありますが、
「五十三次」とはここにある53の「宿場」を指
します。古来、道中には風光明媚な場所や
有名な名所旧跡が多く、浮世絵や和歌・俳句
の題材にもしばしば取り上げられました。そ
の後、大坂城の再建を始めた2代将軍・德川
秀忠が、豊臣秀吉の制定した京街道（京都～
大坂）を加え、4つの宿駅を置き、この街道は
「五十七次」となりました。今回ご紹介する徳
永家住宅は街道の最終宿、「守口宿」に位置
しています。
「旧徳永家」

守口宿は、枚方宿（枚方市）から3里（約12キ
ロ）大坂・京橋へは2里（約8キロ）の位置に
あり、当時の人口は764人、177軒の店舗が
あって賑わっていたとされます。（東海道宿村
大概帳）。しかし、現在では住宅化が進み、当
時の面影を残す建築物は数件となっていま
す。そのような中、旧守口宿の景観を今に残
す建築物「旧徳永家」の所有者から守口市に
建物寄贈の申し出がありました。市は建物敷
地を購入。旧徳永家住宅の新たな活用を目
指します。
旧徳永家の特徴
旧徳永家は、河内木綿やなたね油など、上級
商人の問屋であったと言われています。
（敷地）
旧徳永家は豊臣秀吉によって築かれた「文
禄堤」の上に建築され、その敷地は明治期ま
では敷地の西側で付け替え前の旧淀川に近

接し、河川との深いつながりを有していまし
た。明治後期の淀川の流路変更により、淀川
との地理的に近い関係は失われましたが、文
禄堤の敷地と西側道路の高低差は現在でも
残されています。当家の伝えによると、かつ
て上座敷は川を利用した舟行遊山の拠点に
なっていたとも言われ、こうした民間の伝承
には人々の日常の暮らしに舟運が息づいてい
たことをうかがわせます。
（主屋）
主屋には桟瓦葺きの通り庇があり、腕木と出
桁によって支持され、厨子2階は白漆喰で垂
木や出桁ほか、軒裏を塗り込め大壁としたせ
がい造りの軒下に虫籠窓を設け、両端には袖
うだつを備えています。こうした外観の構成
は、江戸時代の大坂に見られる町家の一般的
な特徴に類似し、それを継承するものです。 
（土間） 

1階は土間部分の奥行を深くし、棟位置より
裏手の大屋根を葺き下ろす形式は、「守口宿」
の町家に特有の平面形態であることが指摘さ
れており、現存する数少ない遺構とともに地
域的特色を伝えるものとして貴重なものです。

（土蔵）
土蔵の一部では、置き屋根の形式をとり、外
壁は舟板を竪張りとして、かつて近接してい
た淀川とのつながりを留めています。

東海道五十七次の宿場町「守口宿」を今に！
旧徳永家の活用

守口市 都市整備部 住宅まちづくり課 課長　新田　斉

主屋  文禄堤側外観

主屋  土間

蔵 3 活用イメージ

整備イメージ
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Close–up  Osaka

○大東市の紹介
JR学研都市線の4駅「鴻池新田駅」「住道駅」
「野崎駅」「四条畷駅」からアクセスでき、都
心から電車で約10分。広大な緑地公園や自
然を有し、空気もおいしい。コンパクトな割に
図書館が3館と充実し、都会と田舎のイイト
コ取りをした「ちょうど良い」まちです。

○北条地区の概要
大東市北条地区は飯盛山のふもとに位置し、
近くを権現川が流れる自然豊かな地域です。
近年、人口減少や高齢化、公共施設の老朽
化などによるまちなみの魅力低下、地域経済
の低迷が課題となっています。そこで、これ
らの課題を解決するため、単に市が公共施
設の整備を実施するのではなく、民間のノウ
ハウを用いて「公」と「民」が協力してエリア
開発を進める「北条まちづくりプロジェクト
（morinekiプロジェクト）」が動き出しました。
このプロジェクトでは、「ココロもカラダも幸
せに暮らせる住宅地」を開発理念とし、多世
代が交わり、四条畷駅から飯盛山にかけての
つながりを意識したデザイン性の高い住宅
地域として再生することを目指しています。

○全国初となる公民連携の取り組み
北条まちづくりプロジェクトのスタートアップ
事業である「morinekiプロジェクト」では、公
営住宅としては全国初となる公民連携（PPP：
Public Private Partnership）手法による市
営住宅の建替え整備が実現しました。市が
出資して設立したまちづくり会社「大東公民
連携まちづくり事業株式会社（現：株式会社
コーミン）」主導で、老朽化が進んでいた市
営飯盛園第二住宅の建替えを契機に、周辺

道路や公園・橋梁・河川など、エリアに点在
する公的資産を活用し、一体的・段階的にリ
ニューアルを行ったものです。
木造低層で作られた住宅建築物は玄関が
中庭に面したつくりとなっており、住民が顔
を合わせ、コミュニケーションが取りやすい
よう工夫されています。また、鎌池公園には
芝生が広がり、エリア内に併設された商業棟
は、アウトドアショップ、レストランなどの店
舗のほか、民間企業の本社事務所としても活
用されています。そしてこれらは、敷地がそれ
ぞれ分かれていながらも、市営住宅や商業棟
エリアの植栽を連続的につなげ、道路空間の
整備などをあわせて行ったことで、エリア全
体が公園を中心に一体感のあるデザインと
なっています。

○まちびらき後のmorineki
令和3年3月にまちびらきをしたmorinekiは、
今年3月で2周年を迎えました。商業棟や鎌
池公園は多くの人で賑わっており、公民連携
の先行事例として全国各地から視察の依頼
をいただいている状況です。
また、morinekiエリアの景観やまちなみなど
が評価され、令和3年度に「土地活用モデル
大賞（審査委員長賞）」、令和4年度には「都
市景観大賞（国土交通大臣賞）」、「グッドデ
ザイン賞」、「第41回大阪都市景観建築賞（大
阪府知事賞）」を受賞することができました。

公営住宅として全国初のプロジェクトでまちづくり　

大東市 政策推進部 公民連携推進室　山本　晃

○大東市初の国史跡「飯盛城跡」の誕生
四条畷駅からmorinekiに向かって歩くと、目
前に広がるのが飯盛山です。飯盛城跡は南
北650m、東西400mという西日本有数の規
模を誇る戦国時代の山城で、標高314mの山
頂一帯に構築された城跡は、かつて織田信
長に先駆けた天下人とも言われる「三好長
慶」の最後の居城として有名です。
また、戦国時代末期では珍しく「石垣」を多
用した城であることが最大の特徴となってお
り、当時の高い土木技術を後世に伝える貴重
な遺構であることから、2017年には「続日本
100名城」に選ばれ、2021年10月には大東市
初となる「国史跡」に指定されました。
飯盛山は当時の石垣を見ることができるハ
イキングの名所でもあり、休日は多くのハイ
カーで賑わっており、特に山頂からの眺望
は、一見の価値があります。morinekiのアウ
トドアショッ
プへ来られ
た方 も々トレ
イルラン目
的で登られ
ております。

○北条地区のこれから
morinekiのまちびらき以降、課題の一つで
あった人口減少については、改善の兆しが見
えつつあります。今後も、「morinekiプロジェ
クト」とのつながりを踏まえながら、北条エリ
アをより一層良好な住宅地へとリニューアル
していくために新たな取り組みを進めていく
予定です。
4度の受賞を受けた都市景観と、国史跡・名
城として評価された歴史ロマンを味わいに、
ぜひ一度大東市にお越しください。
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に
良
い
設

備
だ
」
と
庁
舎
の
屋
根
に
上
り
、
屋
上
の
時

計
台
を
眺
め
て
語
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
あ
る
（『
読
売
新
聞
』
一
九
三

二
年
五
月
二
〇
日
）。

そ
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
続
く
太
平
洋

戦
争
開
戦
直
後
の
一
九
四
二
年
三
月
、
作
家

の
坂
口
安
吾（
一
九
〇
六
～
五
五
年
）は
、「
法

隆
寺
も
平
等
院
も
焼
け
て
し
ま
っ
て
一
向
に

困
ら
ぬ
。
必
要
な
ら
ば
、
法
隆
寺
を
と
り
壊

し
て
停
車
場
を
つ
く
る
が
い
い
」
と
す
る
挑

発
的
な
言
葉
に
よ
り
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト

（
一
八
八
〇
～
一
九
三
八
年
）
の
吉
田
鉄
郎

に
捧
げ
た
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
著
書
（
邦
訳
一

九
三
六
年
）
へ
の
反
論
と
し
て
書
い
た
『
日

本
文
化
私
観
』
の
中
で
、
こ
の
建
築
に
次
の

よ
う
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
。

「
取
手
と
い
う
町
に
住
ん
で
い
た
。（
中
略
）

こ
の
町
か
ら
上
野
ま
で
五
十
六
分
し
か
か
か

ら
ぬ
の
だ
が
、
利
根
川
、
江
戸
川
、
荒
川
と

い
う
三
ツ
の
大
き
な
川
を
越
え
、
そ
の
一
つ

の
川
岸
に
小
菅
刑
務
所
が
あ
っ
た
。
汽
車
は

こ
の
大
き
な
近
代
風
の
建
築
物
を
眺
め
て
走

る
の
で
あ
る
。
非
常
に
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
塀
が
そ
び
え
、
獄
舎
は
堂
々
と
翼
を
張
っ

て
十
字
の
形
に
ひ
ろ
が
り
、
十
字
の
中
心
交

叉
点
に
大
工
場
の
煙
突
よ
り
も
高
々
と
デ
コ

ボ
コ
の
見
張
り
の
塔
が
突
っ
立
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
大
建
築
物
に
は
一
ヵ
所
の

美
的
装
飾
と
い
う
も
の
も
な
く
、
ど
こ
か
ら

見
て
も
刑
務
所
然
と
し
て
お
り
、
刑
務
所
以

外
の
何
物
で
も
有
り
得
な
い
構
え
な
の
だ

が
、
不
思
議
に
心
惹
か
れ
る
眺
め
で
あ
る
。

そ
れ
は
刑
務
所
の
観
念
と
結
び
つ
き
、
そ
の
威

圧
的
な
も
の
で
僕
の
心
に
迫
る
の
と
は
様
子

が
違
う
。
む
し
ろ
懐
か
し
い
よ
う
な
気
持
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
結
局
、
ど
こ
か
し
ら
、
そ

の
美
し
さ
で
僕
の
心
を
惹
い
て
い
る
の
だ
。」

そ
し
て
、
坂
口
安
吾
は
、
聖
路
加
病
院
の
近

く
に
あ
る
「
緻
密
な
質
量
感
」
と
「
大
ら
か

な
美
し
さ
」
を
持
つ
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
工
場
と

港
に
停
泊
す
る
駆
逐
艦
に
触
れ
た
上
で
、
こ

れ
ら
三
つ
の
も
の
の
印
象
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
評
価
を
綴
っ
て
い
く
。

「
こ
の
三
つ
の
も
の
が
、
な
ぜ
、
か
く
も
美
し

い
か
。
こ
こ
に
は
、
美
し
く
す
る
た
め
に
加

工
し
た
美
し
さ
が
、
一
切
な
い
。
美
と
い
う

も
の
の
立
場
か
ら
付
け
加
え
た
一
本
の
柱
も

鋼
鉄
も
な
く
、
美
し
く
な
い
と
い
う
理
由
に

よ
っ
て
、
取
り
去
っ
た
一
本
の
柱
も
鋼
鉄
も
な

い
。
た
だ
必
要
な
も
の
の
み
が
、
必
要
な
場

所
に
置
か
れ
た
。
そ
う
し
て
、
不
要
な
る
物
は

す
べ
て
取
り
除
か
れ
、
必
要
の
み
が
要
求
す
る

独
自
の
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

こ
う
し
た
言
葉
で
掬
い
取
ら
れ
た
も
の
こ

そ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
生
み
出
し
た
新
し

い
美
学
に
基
づ
く
質
感
だ
っ
た
の
だ
と
思

う
。
そ
し
て
、
安
吾
は
、
こ
の
文
章
の
末
尾

で
、「
わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
健
康
で
あ
る
限

り
、（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
の
文
化
は
健
康
だ
。

わ
れ
わ
れ
の
伝
統
も
健
康
だ
。」
と
喝
破
す

る
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
写
真
は
、
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
で
二
〇
〇
〇
年
に
開
催
さ
れ

た
「
文
化
遺
産
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

DOCOM
OM

O

二
〇
選
」
展
の
た
め
、
清
水

襄
氏
に
よ
る
現
況
写
真
の
撮
影
に
同
行
し
た

際
の
も
の
だ
が
、
正
面
の
車
寄
せ
の
前
を
下

校
す
る
子
供
た
ち
の
姿
に
は
心
底
驚
か
さ
れ

た
。
敷
地
内
に
職
員
の
官
舎
が
あ
り
、
そ
こ

に
住
む
子
供
た
ち
だ
と
い
う
。
そ
の
余
り
に

も
日
常
的
な
光
景
に
、
坂
口
安
吾
の
捉
え
た

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
姿
を
見
た
よ
う
に
思
え
た
。

西
側
正
面
の
車
寄
せ
と
子
供
た
ち
　
一
九
九
九
年
撮
影

坂
口
安
吾
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

小
菅
刑
務
所
（
現
・
東
京
拘
置
所
）　
一
九
二
九
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
神
奈
川
大
学
建
築
学
部
教
授
］





豊かに緑をつなげる文化芸術の場　ボリュームは最小限に抑え環境になじませる

緑と自然光が溢れるエントランスロビー


